
市政への一般質問市政への一般質問

●
高
齢
者
の
遊
び
場
に
つ
い
て 

問　

深
谷
出
身
の
落
語
家
が
い
る
の
だ
か

ら
ホ
ー
ル
を
作
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、

大
衆
演
劇
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
卓
球
を

し
た
り
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
た
り
、
ダ
ン

ス
を
し
た
り
し
て
余
暇
を
利
用
し
た
ら
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
市
内
12
の
公
民
館
等
の
施
設

に
お
い
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
ラ

オ
ケ
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
荘
と
ワ

モ
ア
川
本
に
専
用
の
部
屋
を
設
け
て
い
る
。

深
谷
市
出
身
の
落
語
家
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
も
深
谷
市
市
民

文
化
会
館
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
企
画

展
示
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
鑑
賞
会
を
随

時
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
た
な

整
備
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
予
定
は
な

い
。
引
き
続
き
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に

努
め
、
高
齢
者
の
余
暇
の
充
実
と
ス
ト
レ

ス
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

●
第
２
次
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

　
　

市
営
住
宅
（
上
柴
・
緑
ヶ
丘
）
検
討

事
項
の
中
で
、
建
物
の
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
後
に
廃
止
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す

る
と
あ
る
が
、
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

　
　

具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
令
和
12

年
に
次
期
「
深
谷
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
を
策
定
す
る
際
に
行
う
。
将
来
的
な

上
柴
・
緑
ヶ
丘
住
宅
の
廃
止
、
存
続
は
未

定
で
あ
る
。
な
お
、
耐
用
年
数
ま
で
上
柴

住
宅
は
残
り
15
年
・
緑
ケ
丘
住
宅
は
残
り

28
年
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
市
営
住
宅
と
し

て
運
営
す
る
。 

AQA

QA

シ
ル
バ
ー
議
会
を
設
け
る
予
定
は
無
い

Q
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
シ
ル
バ
ー
議
会
の
創
設
は
ど
う
か

加藤　利江
か   とう とし   え

映像は
こちらから

　
　

埼
玉
県
で
も
い
く
つ
か
の
行
政
に
お

い
て
、
公
契
約
条
例
を
制
定
し
始
め
て
い

る
が
、
深
谷
市
と
し
て
課
題
や
導
入
の
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、
公
共
工

事
や
委
託
業
務
等
に
従
事
す
る
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
水
準
を
確
保
し
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
運
用
は
、
実

際
の
現
場
に
お
け
る
労
働
条
件
や
支
払
い

状
況
等
の
確
認
、
監
視
体
制
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
は
、
労
働
基
準

法
や
最
低
賃
金
法
な
ど
の
関
係
法
令
に
よ

り
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
本
来
、

国
の
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
公
契
約

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
国
や

県
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。 

 

●
榛
の
森
公
園
の
整
備
に
つ
い
て 

　
　

榛
の
森
公
園
に
お
い
て
、
賑
わ
い
の

あ
る
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
公
園
管
理
に

お
い
て
何
か
考
え
が
あ
る
の
か
。 

　
　

安
全
に
快
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
日

常
巡
視
や
不
具
合
発
見
の
際
は
修
繕
す
る

な
ど
、
安
全
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
賑
わ

い
の
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

の
物
販
行
為
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
手
続

等
に
つ
い
て
、
公
園
緑
地
課
ま
で
相
談
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
被
害
に
よ
り
、
12
本
の
枯
れ
た

桜
を
伐
採
し
た
。
「
深
谷
の
桜
、
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
伐
採
し

た
桜
の
補
植
を
12
本
行
う
。 

AQA

QA

国
の
法
整
備
や
県
内
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る

榛の森公園の桜

Q
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

映像は
こちらから

福島　秀樹
ふく  しま      ひで　き

　
　

市
の
人
口
が
５
年
前
に
比
べ
４
０
４

０
人
減
少
し
て
お
り
、
中
身
を
調
べ
る
と
、

22
歳
〜
26
歳
で
９
９
８
人
が
減
少
し
て
い

る
が
、
ど
う
捉
え
る
の
か
伺
う
。 

　
　

様
々
な
原
因
が
あ
る
と
思
う
が
、
就

職
等
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
　

保
育
の
無
償
化
や
各
種
・
子
育
て
支

援
の
効
果
と
思
う
が
、
５
歳
〜
16
歳
の
人

口
は
３
２
２
人
、
34
歳
〜
46
歳
ま
で
の
子

育
て
世
代
も
３
７
５
人
増
え
て
い
る
。
農

村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
、
農
産
法
）
を
活
用
し

て
企
業
誘
致
を
行
い
、
就
職
世
代
の
転
出

を
抑
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。 

　
　

農
村
地
域
に
お
け
る
就
業
先
確
保
の

た
め
農
産
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効
な

手
段
で
あ
る
が
、
深
谷
市
は
当
該
法
律
に

規
定
す
る
「
農
村
地
域
」
に
該
当
し
な
い

た
め
、
こ
の
法
律
を
利
用
し
た
開
発
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

深谷市人口動態調査

豊里地区の水路状況

　
　

農
業
が
盛
ん
で
、
県
内
第
１
位
の
農

産
物
出
荷
額
を
誇
る
「
農
業
王
国
・
深

谷
」
が
農
村
地
域
で
は
な
い
。
と
い
う
の

は
理
解
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
は
、
後
継

者
が
い
な
く
廃
業
す
る
市
内
中
小
事
業
者

の
為
、
事
業
承
継
支
援
を
行
う
こ
と
で
就

業
先
確
保
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

　
　

深
谷
商
工
会
議
所
、
ふ
か
や
市
商
工

会
が
、
埼
玉
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
個

別
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
、
市
も
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
中
小
企
業
支
援
に
努

め
て
い
く
。 　

 

　
　

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

を
市
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
か
な
い
か
。  

　
　

積
極
的
に
紹
介
し
て
い
く
。 

AQQ AA

QQ AA

財
源
不
足
が
深
刻
化
し
、
地
域
の
活
力
が
低
下
し
て
い
く

Q
人
口
減
少
が
市
政
運
営
に
、
ど
の
様
な
影
響
が
あ
る
の
か

映像は
こちらから

清水　健一
し　みず けん　いち

問　

利
根
川
の
高
水
敷
に
繁
茂
す
る
樹
木

の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。 

答　

深
谷
市
か
ら
国
に
対
し
、
状
況
を
改

善
す
る
た
め
の
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
今

年
度
、
木
材
を
必
要
と
さ
れ
る
方
を
広
く

募
集
し
応
募
者
自
身
が
河
川
敷
の
樹
木
を

伐
採
し
持
ち
帰
る
「
公
募
伐
採
」
を
検
討

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
火
災
や
害
獣

リ
ス
ク
が
低
下
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
　

利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
水
防
演
習

会
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
は
課
題

が
多
く
市
で
は
現
状
で
の
活
用
に
つ
い
て
、

利
用
実
績
の
あ
る
団
体
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
が
、
上
下
水
道
設
備
不
足
や
ア

ク
セ
ス
面
で
課
題
が
あ
り
、
有
効
な
活
用

方
法
が
未
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。 

 

●
緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て

　
　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
概
要
は
。 

　
　

令
和
８
年
４
月
現
在
で
消
火
小
隊
３

隊
、
救
助
小
隊
１
隊
、
救
急
小
隊
１
隊
及

び
特
殊
装
備
小
隊
１
隊
の
計
６
隊
23
名
を

登
録
し
て
お
り
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
く

消
防
庁
長
官
か
ら
の
「
求
め
ま
た
は
指

示
」
に
よ
り
埼
玉
県
知
事
を
通
じ
出
動
要

請
が
行
わ
れ
る
。 

　
　

深
谷
市
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
災
害

派
遣
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

　
　

平
成
16
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
へ
救

助
小
隊
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
へ

消
火
小
隊
及
び
救
急
小
隊
、
令
和
７
年
の

岩
手
県
大
船
渡
市
山
林
火
災
へ
消
火
小
隊
、

合
計
で
４
隊
延
べ
52
名
の
派
遣
実
績
で
あ

る
。 

AQQ

QQ

AA

AA

治
水
対
策
の
強
化
は
市
と
し
て
も
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

Q
河
川
や
水
路
の
治
水
整
備
状
況
に
つ
い
て

柿澤　祐介
かき  ざわ ゆう  すけ

映像は
こちらから

6


